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おぎたよしお後援会

　
荒
井
知
事
が
進
め
る
奈
良
県
の

地
域
医
療
再
生
に
と
っ
て
、
奈
良

県
立
医
科
大
学
教
育
部
門
や
県
立

奈
良
病
院
の
移
転
は
、
重
要
な
施

策
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
荻
田
議

員
は
、
新
県
立
奈
良
病
院
を
整
備

す
る
に
あ
た
り
、
現
県
立
奈
良
病

院
の
跡
地
を
有
効
に
活
用
す
べ
き

と
知
事
に
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
知
事
は
橿
原
市
の

奈
良
県
立
医
科
大
学
教
育
部
門
移

転
に
伴
う
付
属
病
院
周
辺
と
新
県

立
奈
良
病
院
周

辺
整
備
と
と
も

に
、
現
県
立
奈

良
病
院
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

「
病
院
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る

べ
く
県
議
会
に

特
別
委
員
会
を

設
置
し
全
国
で

も
先
進
的
な
取

り
組
み
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
病

院
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

特
別
委
員
会
で
始
ま
っ
た
背
景
に

は
、
早
く
か
ら
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
地
元
の
皆
様
と
意
思
の
疎

通
を
図
り
な
が
ら
医
療
体
制
の
充

実
を
め
ざ
し
て
き
た
荻
田
議
員
の

存
在
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
特
別

委
員
会
の
設
置
に
あ
た
り
初
代
委

員
長
に
就
任
し
た
の
も
当
然
の
帰

結
と
い
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
二
回
の
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
理
事
者
側
と
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
六
年

二
月
を
め
ど
に
中
間
報
告
を
取
り

ま
と
め
、
平
成
二
十
七
年
の
二
月

定
例
県
議
会
に
調
査
及
び
審
査
を

成
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

　
新
県
立
奈
良
病
院
は
、
平
成
二

十
八
年
度
中
の
完
成
が
計
画
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
間
、
現
県
立

奈
良
病
院
は
運
営
さ
れ
ま
す
の
で
、

平
成
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
に
か

け
て
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
始
ま
り
、

三
十
一
年
を
目
途
に
「
少
子
高
齢

化
の
進
展
を
見
据
え
た
健
康
長
寿

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
新
県
立
奈
良
病
院
建
設
に
伴

う
周
辺
整
備
、
と
り
わ
け
近
鉄
西

ノ
京
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や
一
次

造
成
工
事
に
か
か
る
諸
問
題
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
議
論
を
重
ね

ら
れ
る
予
定
で
す
。

奈
良
県
議
会
議
員

　
　
　
　
荻
田
　
義
雄

　〝
日
本
を
取
り
戻
す
〞を
掲
げ
て
臨
ん
だ
年
末
の
衆
議
院
選
挙
で

大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、自
民
党
は
政
権
を
奪
還
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
今
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
も
自
民
党
が
勝

利
し
、ね
じ
れ
国
会
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
で「
決
め
ら
れ
る
政
治
」に

よ
り
経
済
再
生
や
外
交
、防
衛
問
題
、社
会
保
障
の一
体
改
革
、医
療
、

福
祉
な
ど
重
要
な
政
策
が
実
現
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。責
任

政
党
と
し
て
皆
様
の
期
待
に
応
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。県
政
で
は
行

政
改
革
を
断
行
し
、観
光
立
県
の
更
な
る
推
進
、医
療
、福
祉
、教
育

な
ど
の
重
要
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

荻
田
義
雄
後
援
会
長

　
　
　
　
　
辻
澤
　
靖
彦

　
後
援
会
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々
、ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。平
素
よ
り
荻
田
義
雄
議
員
に
格
別
の
ご
高
配
を

賜
り
、そ
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
様
々
な
分
野
で
行
動
力
を
発
揮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。昨
年
の
衆
議
院
選
挙
、今
夏
の
参
議
院
選
挙
で

自
民
党
は
大
き
な
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、安
倍
首
相
の
も
と
一
丸
と

な
っ
て
内
政
、外
交
の
様
々
な
課
題
を
克
服
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す

が
、荻
田
議
員
も
県
政
の
将
来
に
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
べ
く
尽
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。次
期
県
議
会
選
挙
ま
で
残
す
と
こ
ろ
僅
か

と
な
り
ま
し
た
。ど
う
か一
致
団
結
し
て
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

病
院
を
核
と
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
！

病
院
を
核
と
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
！

特
別
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
！

●収　入

　前年度繰越金

　会　　　費

　会　議　費

　政治団体からの寄付

　雑　収　入

　　　　　収入合計

●支　出

（1）事務所費

内訳　 事務費

　　　 人件費

　　　  備品・消耗品費

　　　 光熱費

（2）政治活動費

内訳　 会議費

　　　 渉外費

　　　　交際費

（3）機関紙発行その他費用

内訳　　躍進印刷代他

　　25年度繰越金

　　　　　支出合計

◆おぎたよしお後援会◆
平成24年度収支報告

129,597円

6,266,000円

143,023円

500,000円

26,134円

7,064,754円

4,463,051円

580,001円

2,770,000円

930,176円

182,874円

1,687,386円

278,720円

771,000円

637,666円

322,300円

322,300円

592,017円

7,064,754円

☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　
奈
良
県
の
医
療
体
制
の
今
後
を
左
右
す
る
新
県
立
奈

良
病
院
の
周
辺
地
域
整
備
及
び
現
奈
良
病
院
の
跡
地
利

用
な
ど
に
つ
い
て
設
置
さ
れ
た
「
病
院
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
推
進
特
別
委
員
会
」
の
委
員
長
に
荻
田
議
員

が
就
任
し
、
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

県
議
会
に
病
院
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
！

荻
田
委
員
長
の
も
と
で

全
国
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
る
！

平成25年10月17日に開催された決算委員会で、病院を
核としたまちづくりについて知事の所信を質す。

・第１回県立奈良病院周辺地域まちづくり協議会

　　奈良県、奈良市、地元でまちづくりのイメー

　　ジを協議する。（平成２４年５月31日）

・第１回まちづくり講演会（平成２４年５月31日）

　　講師＝辻哲夫氏（東京大学高齢社会総　

　　合研究機構特任教授）

・第２回まちづくり講演会（平成２４年８月３日) 

　　講師＝秋山正子氏（奈良県暮らしの保健　

　　室室長）

・第２回県立奈良病院周辺地域まちづくり協議会

　　住民アンケートについて協議する。（平成２

　　４年11月４日）

・住民アンケート調査（平成２４年12月１日）　

　　伏見南小学校区の全世帯（２,４８３通）に　

　　アンケート調査実施する。

・第３回県立奈良病院周辺地域まちづくり協議会

　　病院跡地活用プロジェクトの「健康長寿のまちづ　

　　くり」について協議する。（平成２５年５月26日）

・特別委員会で県内調査（平成２５年９月５日) 

　　近鉄西ノ京駅からのアクセス調査新病院　

　　造成工事の進入路調査�

県立奈良病院跡地活用に
関する地元との検討経過
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【
荻
田
】
自
民
党
が
政
権
に
復
帰

し
て
以
降
、
安
倍
首
相
の
掲
げ
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
三
本
の
矢
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。
特
に
大
胆

な
金
融
政
策
に
よ
り
景
気
が
回
復

軌
道
に
転
じ
、
国
の
経
済
対
策
に

よ
り
奈
良
県
も
平
成
二
十
四
年
二

月
に
補
正
予
算
を
組
ま
れ
ま
し
た

が
、
次
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
て
い

ま
す
。
予
算
執
行
に
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
中
、
次
期
の
繰
り

越
し
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

【
財
政
課
長
】
繰
り
越
し
に
つ
い

て
は
、
か
ね
て
荻
田
議
員
か
ら
指

摘
の
と
お
り
、
で
き
る
だ
け
当
該

年
度
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
関
係

部
局
に
周
知
徹
底
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
荻
田
】
奈
良
県
が
所
有
す
る
財

産
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
や

具
体
的
対
応
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

室
長
】
九
五
〇
ほ
ど
あ
る
資
産
を

全
庁
的
に
企
画
、
活
用
す
る
取
り

組
み
で
、
使
え
る
建
物
は
民
活
を

含
め
た
利
活
用
を
積
極
的
に
推
進

し
、
使
え
な
い
も
の
は
、
処
分
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
荻
田
】
奈
良
市
の
上
誓
多
林
町

か
ら
、
携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
ず

是
非
、
中
継
基
地
を
と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
や
携
帯

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
防
災
の

観
点
か
ら
も
必
需
品
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
不
感
地
域
を
な
く
す
た

め
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い

る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
】
不
感
地

域
の
解
消
は
、
通
信
事
業
者
の
自

主
整
備
が
原
則
で
す
が
、
県
と
し

て
も
費
用
の
一
部
助
成
を
し
な
が

ら
、
そ
の
解
消
に
努
め
て
お
り
、

二
十
三
の
不
感
地
を
平
成
二
十
五

年
度
に
一
地
区
、
二
十
六
年
度
は

四
地
区
の
整
備
を
す
る
予
定
で
す
。

【
荻
田
】
冷
え
き
っ
た
木
材
関
連

産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
需

要
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
、
公
共
施
設
に

県
産
材
を
支
給
す
る
姿
勢
を
持
つ

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

木
材
が
金
属
と
同
様
の
固
さ
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
金
属
で
対
応
し
て
き
た
も
の
を

木
材
に
代
え
る
研
究
も
進
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
状

況
も
踏
ま
え
、
林
業
政
策
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
南
部
東
部
振
興
監
】
金
属
か
ら

木
材
へ
の
転
換
は
主
に
構
造
材
に

よ
る
も
の
で
、
平
成
二
十
七
年
の

高
校
総
体
に
際
し
、
五
條
市
、
吉

野
町
で
予
定
の
新
設
施
設
に
採
用

す
る
予
定
で
す
。
一
方
、
内
装
に

木
を
使
う
木
質
化
を
県
庁
の
玄
関

で
実
施
し
た
り
、
家
具
や
小
物
、

細
工
物
を
売
り
出
す
試
み
に
よ
り

雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

少
し
づ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
活

性
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

奈
良
市
へ
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
奈
良
県
初
の
国
際
機
関
が
誘

致
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
多
様
な

文
化
と
歴
史
を
有
す
る
地
域
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
地
域
が
国
際
観

光
交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
増

進
し
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
の
繁

栄
と
社
会
の
安
定
を
図
る
重
要
な

役
割
を
担
う
た
め
、
日
本
政
府
及

び
一
般
財
団
法
人
・
ア
ジ
ア
太
平

洋
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
奈
良
県
、

奈
良
市
か
ら
の
拠
出
金
、
会
費
、

寄
付
金
、
補
助
金
な
ど
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
荻
田
議
員
が
所
属
す
る
総
務
・

警
察
委
員
会
は
、
地
域
に
お
け
る

観
光
振
興
も
テ
ー
マ
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
に
奈

良
市
に
移
転
さ
れ
た
国
連
世
界
観

光
機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
ア
ジ
ア

太
平
洋
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
観
光
分
野
に

お
け
る
世
界
最
大
の
国
際
機
関
で

あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ジ
ア
地
域

を
統
括
す
る
事
務
所
で
す
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
本
部
は
ス
ペ
イ

ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
が
、

加
盟
す
る
一
五
六
国
及
び
六
地
域

と
の
連
絡
調
整
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
平
成
四
年
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
最
初
の
地
域
支
援
事
務

所
の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
設
置
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た

の
が
日
本
で
、
当
初
は
大
阪
に
設

立
（
平
成
七
年
六
月
）
さ
れ
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
、

　
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
及
び
ア
ジ
ア
太
平

洋
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
で
、
観

光
関
連
の
実
務
者
研
修
や
奈
良
県

外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

奈
良
県
に
在
住
す
る
外
国
人
と
地

元
住
民
と
の
交
流
支
援
や
奈
良
県

を
始
め
と
す
る
日
本
の
観
光
関
連

情
報
を
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
提
供
、
周

知
に
よ
る
広
報
支
援
活
動
並
び
に

活
動
を
支
援
す
る
賛
助
会
員
の
拡

大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
は

多
く
の
研
究
施
設
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
が
大
和
ハ
ウ
ス
の

総
合
技
術
研
究
所
で
す
。

　
総
合
技
術
研
究
所
で
は
、
自
然

災
害
や
火
事
、
犯
罪
に
対
応
で
き

環
境
や
健
康
に
配
慮
し
、
住
ま
い

耐
久
性
に
優
れ
、
末
永
く
住
む
こ

と
が
で
き
、
先
端
情
報
通
信
技
術

と
の
融
合
に
よ
り
利
便
性
が
向
上

し
、
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
が
使

い
や
す
く
、
よ
り
豊
か
で
快
適
な

暮
ら
し
が
可
能
な
技
術
の
研
究
と

提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
で
す

が
、
様
々
な
分
野
に
配
慮
し
た
生

活
空
間
の
実
現
と
工
業
技
術
を
応

用
し
た
「
農
業
の
工
業
化
」
を
推

進
し
、
今
後
、
世
界
的
課
題
と
な

る
食
料
の
安
定
供
給
を
図
り
、
食

生
活
の
安
全
性
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　
安
全
で
安
心
で
き
る
良
質
な
野

菜
を
簡
単
に
栽
培
す
る
植
物
栽
培

ユ
ニ
ッ
ト
「
ア
グ
リ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
コ
ス

ト
で
場
所
も
取
ら
ず
、
誰
で
も
多

様
な
野
菜
が
栽
培
で
き
、
ま
さ
に

自
産
自
消
の
農
業
の
到
来
を
実
感

し
ま
し
た
。

総
務
・
警
察
委
員
会
で
の
審
議

奈
良
に
移
転
さ
れ
た
国
連
世
界
観
光
機
構

ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
を
視
察
！

大
和
ハ
ウ
ス
の
総
合
技
術
研
究
所
を
視
察
！

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

対
応
で
き
る
予
算
措
置
を
！

携
帯
電
話
、

不
感
地
域
の
解
消
を
！

奈
良
県
に
初
の
国
際

機
関
が
誘
致
さ
れ
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
と
は
！

奈
良
県
産
材
の

需
要
拡
大
に
つ
い
て
！

県
有
財
産
を
有
効
に

利
用
す
る
方
策
に
つ
い
て
！

総務・警察委員会の活動紹介！
総務警察委員会の審議内容 国連世界観光機関アジア太平洋センター視察

大和ハウス株式会社総合技術研究所視察

先
進
技
術
で
よ
り
よ
い
未
来

地
産
地
消
か
ら
自
産
自
消
へ

国連世界観光機構（ＵＮＷＴＯ）アジア太平洋センターの
役割について説明を受ける

旧耳成高校を中部地域の出先機関の
庁舎として活用する予定

ダイワハウスが研究・開発した
植物栽培ユニットを視察

国連世界観光機関とは？
１９７０年に設立され１５６カ国及び６地域が

加盟する観光分野の世界最大の国際機関。

２００３年からは国連の専門機関となっている。

・観光が世界的な課題であると位置づける。

・観光の競争力を高める。

・持続可能な観光開発を促進する。

・観光による貧困の削減や開発への貢献を推進する。

・知識、教育、能力開発を支援する。

・パートナーシップを構築する。�

主
な
活
動
内
容
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政
治
家
を
志
す
き
っ
か
け
は
、

叔
父
が
国
会
議
員
を
務
め
て
い
た

こ
と
や
そ
の
弟
も
大
阪
府
議
会
議

員
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当
時
、

叔
父
た
ち
の
仲
間
で
も
あ
っ
た
奈

良
県
選
出
の
参
議
院
議
員
で
あ
っ

た
新
谷
寅
三
郎
先
生
た
ち
の
活
躍

ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
政
治
家
を
め
ざ
す
と

決
意
し
昭
和
五
十
八
年
、
奈
良
市

議
会
議
員
に
三
十
五
才
で
初
当
選

し
ま
し
た
。

　
政
治
家
に
憧
れ
て
い
た
二
十
六

才
の
頃
、
国
会
議
員
で
あ
っ
た
叔

父
は
、
衆
議
院
の
公
害
対
策
特
別

委
員
長
と
し
て
公
害
対
策
基
本
法

の
制
定
に
尽
力
し
て
い
ま
し
た
し
、

田
中
角
栄
が
唱
え
た
「
日
本
列
島

改
造
論
」
の
も
と
、
リ
ニ
ア
に
よ

る
第
二
の
東
海
道
新
幹
線
構
想
が

新
谷
寅
三
郎
運
輸
大
臣
に
よ
り
策

定
さ
れ
る
な
ど
、
国
が
大
き
く
変

わ
る
時
代
を
叔
父
た
ち
の
間
近
で

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
奈
良
市
議
会
議
員
を
三
期
務
め

た
後
、
平
成
七
年
に
奈
良
県
議
会

議
員
に
初
当
選
し
ま
し
た
が
、
二

期
目
は
落
選
を
経
験
し
ま
し
た
。

再
起
ま
で
の
四
年
間
、
地
道
に
選

挙
区
を
回
っ
て
有
権
者
の
皆
様
の

声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
徹
し
、

平
成
十
五
年
に
復
帰
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
経
験
か
ら
政
治
家
に
求
め

ら
れ
る
心
構
え
と
し
て
次
の
五
点

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

●
政
治
家
の
発
言
に
は
責
任
が
伴

　
う
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
。

●
何
事
も
常
に
市
民
の
目
線
で
考

　
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

●
依
頼
ご
と
は
可
否
に
か
か
わ
ら

　
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
。

●
関
わ
る
す
べ
て
の
こ
と
に
全
力

　
を
尽
く
す
姿
勢
を
持
つ
こ
と
。

●
後
援
会
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

　
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日

に
執
行
さ
れ
た
第
二
三
回
参
議
院

議
員
選
挙
で
、
自
民
党
は
改
選
前

の
三
四
議
席
を
大
幅
に
上
回
る
六

五
議
席
を
い
た
だ
き
、
非
改
選
議

席
と
合
わ
せ
一
一
五
議
席
と
な
り
、

二
〇
議
席
の
公
明
党
と
と
も
に
参

議
院
で
与
党
が
過
半
数
を
大
き
く

超
え
た
た
め
、
与
党
が
少
数
の

「
ね
じ
れ
国
会
」
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
八
月
に
自
民
党

が
歴
史
的
敗
北
を
喫
し
、
野
党
に

転
落
し
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
権
力
に
あ
ぐ
ら

を
か
き
、
自
ら
の
能
力
を
過
信
し

政
党
に
不
可
欠
な
政
策
立
案
力
す

ら
失
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
　
　

政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
政
党
は
、
や
が
て
国
民
か
ら
見

放
さ
れ
る
。
三
年
半
の
民
主
党
政

権
も
ま
た
政
権
を
担
当
す
る
能
力

に
疑
問
符
が
付
け
ら
れ
、
平
成
二

十
四
年
十
二
月
の
衆
議
院
選
挙
で

政
権
を
失
い
ま
し
た
。

　
政
権
与
党
に
求
め
ら
れ
る
政
策

力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
人
材
こ

そ
参
議
院
選
挙
の
候
補
に
し
た
い

と
、
総
務
省
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

堀
井
巌
さ
ん
（
橿
原
市
出
身
）
に

白
羽
の
矢
を
立
て
、
平
成
十
三
年

以
来
、
議
席
の
な
か
っ
た
奈
良
県

で
十
二
年
ぶ
り
に
議
席
を
奪
還
し

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
の
勝
利
に
荻
田
議
員
の
喜

び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

参
議
院
議
員
選
挙
で
勝
利
、
ね
じ
れ
を
解
消
！

　
政
権
か
ら
下
野
し
た
こ
と
で
、
政
策
力
の
向
上
と

新
た
な
人
材
の
発
掘
が
急
務
と
、
自
民
党
奈
良
県
で

は
、
三
年
前
か
ら
「
自
由
民
主
党
奈
良
政
経
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
講
座
は
政
治
・
経
済

の
諸
課
題
を
学
ぶ
生
涯
学
習
講
座
と
政
治
家
を
め
ざ

す
専
門
講
座
に
分
か
れ
て
お
り
、
九
月
の
講
師
と
し

て
荻
田
議
員
が
招
か
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
講
演
概

要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

自
民
党
奈
良
県
連
の

政
経
ア
カ
デ
ミ
ー
で
講
演
！

政
治
家
へ
の
き
っ
か
け

政
治
家
と
し
て
の
心
構
え

参
議
院
議
員
選
挙
で
勝
利
、
ね
じ
れ
を
解
消
！

奈
良
で
も
12
年
振
り
に
議
席
を
奪
還
！

ね
じ
れ
国
会
が
解
消
さ
れ
る

歴
史
的
敗
北
か
ら
学
ぶ

堀
井
巌
候
補
を
擁
立
！

自民党奈良県連が主催する政経アカデミーで「政治への道」と題して
講演する荻田議員（平成25年9月29日）

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
で
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
支
援
を

訴
え
る
荻
田
議
員（
平
成
25
年
7
月
4
日
）

堀
井
候
補
支
援
の
た
め
来
県
さ
れ
た
安
倍
首
相
と

と
も
に
街
頭
演
説
に
臨
む（
平
成
25
年
7
月
6
日
）

当
選
を
決
め
た
堀
井
候
補
と
と
も
に
会
見
に
臨
む

荻
田
議
員（
平
成
25
年
7
月
21
日
）

奈良選挙区の結果

当　堀井　巌　354,658
　　大西孝典　139,680
　　谷川和広　　91,704
　　田中孝子　　18,907

（定数１）

比例選挙　県内開票結果
自　民……２２０,４１６

民　主……　７０,４５８

公　明……　８６,１１３

みんな……　３７,１０８

共　産……　６１,５４１

維　新……１１５,４１３

社　民……　１０,０７４

生　活……　　５,９４０

大　地……　　２,４１３

緑の党……　　４,２２７

みどり……　　３,５５２

幸　福……　　２,５５４
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おぎたよしお略歴 おぎたよしお後援会　メール会員募集中！
・ 昭和 22年 12月 7日生まれ　65歳
・ 奈良県立奈良商工高等学校卒業
・ 昭和 58年、奈良市議会議員に当選（3期）
　　この間、企画建設委員長、総務財政委員長、議会運営委員長、副議長を歴任
・平成7年、奈良県議会議員に当選（1期）
　　厚生常任副委員長、幹線交通対策特別副委員長を歴任。平成15年奈良県議会
　　議員に再選。総務・警察常任委員長議会運営委員長等を歴任
・ 平成 19年、奈良県議会議員に3選
・ 平成 22年、自民党奈良県連　総務会長に就任
・ 平成 23年、奈良県議会議員に4選
・ 平成 24年、自民党奈良県連　奈良市支部　支部長に就任
・ 平成 24年、自民党奈良県連　第一選挙区支部幹事長に就任
・ 平成 25年、病院を核としたまちづくり推進特別委員会委員長
・ 平成 25年、奈良県フェンシング協会会長に就任

「
ミ
ニ
集
会
」開
催
の
お
願
い

荻
田
義
雄
さ
ん
を
招
い
て

ミ
ニ
集
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

何
人
か
ら
で
も
参
り
ま
す
。

☎
〇
七
四
二
ー
六
一
ー
六
三
〇
〇

告

知

板

告
知
板

ホームページでご入会いただいた皆様には、ご指定のメール
アドレスに身近な話題を中心にメールマガジンを月1回程度
送らせていただきます。既に後援会にご入会いただいている
会員様もぜひメールアドレスをご登録ください。

おぎたよしお公式ホームページ
http://www.ogita-yoshio.com/

■自由民主党の時局講演会（奈良県文化会館国
際ホール・９００名）に出席し、自民党奈良県
第一選挙区支部幹事長として挨拶する。
　　　　　　　　　　（平成25年6月１日）

■昨年に引き続き開かれた「高校生議会」に、県内６校か
ら２７名の高校生が参加しました。議会後の懇親会では座
長を務めました。（平成25年8月22日）

■先の台風１８号により、奈良市北椿尾町で土砂崩れが発
生。荻田議員は関係者と現地に入り、実態調査に立ち会い
ました。（平成25年10月2日）

■菅原神社の氏子の皆さんとは、日頃から親しくさせていた
だき、秋祭りには欠かさず参加。（平成25年10月１3日）

■自民党奈良県連主催の「結束の集い」に駆け
つけた石破茂幹事長と再会。（平成25年４月７日）

■台風１８号により、月ヶ瀬桃香野地区でも建物が倒壊したため
荻田議員は関係者と善後策を協議。（平成25年10月2日）

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
大
会
連
続
の
メ
ダ
リ
ス

ト
・
太
田
雄
貴
選
手
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た

「
小
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
」
で
挨
拶
。

（
平
成
25
年
7
月
21
日
）

■
参
議
院
選
挙
を
前
に
市
内
各
地
域
の
後
援

会
役
員
の
皆
様
が
一
堂
に
介
し
て
臨
時
役
員

会
を
開
催
。
（
平
成
25
年
5
月
26
日
）

■
帯
解
地
区
の
平
成
25
年
度
敬
老
会
に
招
か

れ
、
人
生
の
先
輩
の
皆
様
に
挨
拶
。

（
平
成
25
年
9
月
13
日
）

写真で見る荻田議員の活動ぶり！

■
７
月
21
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
、
奈
良
市
長
選
挙
、
奈
良
市
議
会
議
員
選
挙
で
自
民

党
が
公
認
、
推
薦
し
た
候
補
が
奮
闘
さ
れ
、
参
議
院
で
は
堀
井
候
補
が
、
奈
良
市
議
会
議
員
選
挙

で
は
公
認
６
名
、
推
薦
２
名
の
全
員
が
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
25
年
７
月
18
〜
19
日
に
応
援
演
説
）

南
部
公
民
館

近
鉄
奈
良
駅
前

春
日
公
民
館
大
安
寺
分
館

平成27年度全国高校総合体育大会

・ソフトテニス（明日香村）　 ・フェンシング（五條市）
・柔　　　道（天理市）　　・空手道　　（宇陀市）
・弓　　　道（吉野町）　　・アーチェリー（橿原市）

●奈良県で６競技が開催予定

昭和２３年に第１回を新潟県で開催以降、平成２２年
の沖縄沖縄大会で全国を一巡、平成２３年からは全
国を９ブロックに分けての広域開催となっています。
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